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１． 帳票作成の流れ 

帳票は下図のように、①マスタ、②生産行程管理、③格付出荷管理の順番で作成します。 

 

 

 作成される帳票は以下の 15種類です。 

 

① マスタ … 施設（27ページ）、原材料（29ページ）、製品（36ページ）、資材（38

ページ）、機械・器具（41ページ） 

② 生産行程管理 … 受入管理（43 ページ）、配合管理（46 ページ）、生産行程管理

（54ページ）、半製品（102ページ） 

③ 格付出荷管理 … 格付出荷管理（63ページ）、洗浄管理（59ページ）、JASマー

ク管理（69ページ）、格付実績報告書（101ページ） 

④ その他 … トレースバック（82ページ）、トレースフォワード（84ページ） 

 

 

 

※必ず①マスタの帳票類から作成してください。 

 施設、原材料、製品、資材、機械・器具に登録した内容をもとに、②生産行程管理を作成

します。 

 

 

 
 

③ ② ①  
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２． 基本操作 

２．１ 起動、終了、画面サイズについて 

(1) 起動の仕方 

 アプリケーションの起動の仕方は 2種類あります。 

 

【1つ目の方法】 

インストール後にデスクトップ上に表示されている NORM-加工品のアイコンをダブル

クリックします。 

【2つ目の方法】 

インストール後にデスクトップ上に表示されている NORM-加工品のアイコンを右クリ

ックして、「開く」を選択します。 

 

ダブルクリック後、または右クリックで「開く」を選択した後に、下図のようにアプリケー

ションが起動します。 
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(2) 終了の仕方 

 アプリケーションを終了させる場合は、画面右上にある「×」ボタンを押します。 

 

 

(3) 画面のサイズ変更 

① 画面の最小化 … 画面右上にある  ボタンを押します。 

② 画面の最大化 … 画面右上にある  ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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２．２ 画面について 

 

 

 

① メニュー（横）  

「ホーム」「受入管理」「配合管理」「製造管理」「格付管理」「出荷管理」「洗浄管理」

「JASマーク管理」「マスタ」「設定」の項目が表示されます。各項目を選択すると、画

面が変わります。 

 

② メニュー（上部） 

画面下部には、新たに記録（行）を作成する「新規」ボタンや、既にある記録（行）

を編集する「編集」ボタン、記録（行）を削除する「削除」ボタン等があります。前の

画面に戻りたいときは、「戻る」ボタンを押します。 

 

③  画面上部 

画面上部には、「画面名」が表示されます。他にも、「ロット番号」や「記録期間」と

いった補足情報が表示されることがあります。 

 

 

 

 

 

① メニュー（上部） 

② メニュー（横） 

④表 

③画面上部 
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④ 表   

画面中央の表には、入力した情報が表示されます。初回時や未入力の場合は、上図の

ように「No data to display」と表示されます。表には、いくつかの機能があります。 

 

（1）並べ替え 

下図のように、表の上部には各列にどのような情報が表示されるかが示されています。 

 

 

上 下 の 矢 印   がある項目は、「昇順」「降順」で並べ替えることができます。日付

の項目であれば、「新しい日付順」と「古い日付順」で記録（行）を表示させることができ

ます、また、文字列であれば五十音順で表示させることができます。 

 

下図のように「原材料名」の上下矢印を選択すると上矢印が表示されます。原材料名で表が

「昇順」に並び替えられます。 

 

 

再び、「原材料名」を選択するとした矢印が表示されます。原材料名で表が「降順」に並び

替えられます。 
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（2）表示件数 

表に表示できる記録（行）は、表右下のドロップダウンで変更することができます。初回

表示時には、下図のように「全表示」が表示されており、全ての記録（行）が表示されます。 

 

 

右図のように、「10」「30」「50」「全表示」とあり、 

それぞれ 10件、30件、50件、全件を表示することができます。 

 

 

 

（3）ページめくり 

表示件数を 10 件、30 件、50 件にした場合、表に表示される記録（行）の数には限りが

あります。 

記録（行）を増やしていくと、表に表示されない古い記録（行）が出てきます。その場合

は、ページをめくることで古い記録（行）を表に表示させることができます。 

 

 

最初のページに戻ります 

一つ前のページに戻ります 

一つ後のページに進みます 

最後のページに進みます 

ページ番号を指定して「Go」ボタンを押してページを表示する 
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２．３ 入力の仕方 

入力の仕方は、①入力欄、②ドロップダウン、③チェックボックスの三つです。 

 

２．３．１ 入力欄 

入力欄では、「文字」と「数値」、そして「日付」を入力することができます。 

 

（1）文字の入力 

文字（全角・半角英数字を含む）を入力できる欄は、下図のような入力欄です。 

 

入力欄を押して、キーボードから入力することができます。 

 

また、下図のように入力欄に入力すべき内容がヒントとして表示されている場合もあり

ます。 
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（2）数値の入力 

・数値を入力する欄には、下図のように上下の矢印があります。 

・上下の矢印を選択して数値を入力することができます。 

・入力欄を押して直に数値を入力することも可能です。 

 

 

 

 

 

また、入力する数値の位についても注意が必要です。 

 

①整数のみ入力できる場合 

上下の矢印で数値を入力する場合は問題ありませんが、キーボードから少数を入力した

場合、下図のように表示されます。 

 

 

②少数第 1位まで入力できる場合 

上下の矢印で数値を入力する場合は問題ありませんが、キーボードから少数第 2 位以下

を入力した場合、下図のように表示されます。 

 

 

③少数第 2位まで入力できる場合 

上下の矢印で数値を入力する場合は問題ありませんが、キーボードから少数第 3 位以下

を入力した場合、下図のように表示されます。 
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（3）日付の入力 

 日付を入力する欄には、下図のように薄いグレーの文字で「yyyy/mm/dd」と表示されて

います。これは、例えば「2016/04/01」と入力できることを表しています。 

 

 また、場合によっては今日日付が自動的に表示されている場合もあります。 

 ここでは、今日日付が自動的に表示されている場合を例にしてみます。 

 

日付の入力欄を押すと、下図のようなカレンダーが表示されます。 

 

表示されるカレンダーは今月のものです。 
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次月や前月を選択する場合は、年月が表示されている部分の右端の矢印（次月）や左端の

矢印（前月）を押します。 

※マウスを持っていくと下図のように、端の色が変わります。 

ここでは、2015年 1月 1日をカレンダー上で選択して入力してみます。 

 

 

日付の入力が完了すると、下図のように表示されます。 

 

（４）日付時間の入力 

 以下のような変種画面が表示された場合は日付と時間を選択できます。日付をダブルク

リックするか、時間を選択することで入力が行えます。日付をダブルクリックすると現在時

刻が自動で入力されます。 

 

 

 

 

押下 

 
押下 

押下 

押下 
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２．３．２ ドロップダウン 

・入力項目のなかには、ドロップダウンで選択できる項目があります。 

・ドロップダウンできる項目には、下向きの矢 印があります。 

・下図の例では、「区分」、「入手先等」、「保管場所」の項目です。 

 

区分のドロップダウンを押すと、区分の候補が表示されます。 

ここでは、「有機」を選択して入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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２．３．２ チェックボックスの選択 

チェックボックスは、該当する場合は押してチェックを付けてください。 

 

 

 

 

 

 

また、下図のように、1つの入力項目に複数のチェックを付けることができる場合があり

ます。入力項目を押すと、複数のチェックボックスが表示されます。 

 

この場合、下図のように複数のチェックをつけることができます。 

 

 

入力項目に表示される場合は、下図のように列挙して表示されます。 

 

 

 

 

押下 
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２．４ 入力編集画面について 

２．４．１ 編集画面 

記録（行）を作成、編集する際に、下図のような「編集画面」が表示されます。編集画面

を表示するには、画面下部の「新規」ボタンを押すか、あるいは記録（行）を選択して「編

集」ボタンを押します。または、記録（行）をダブルクリックして表示することもできます。 

 

 

 

編集画面を閉じる際には、右上の「×」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

編集画面 
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２．４．２ ドロップダウンの編集 

 編集画面には、いくつかの入力項目があります。 

なかでも、ドロップダウンにはあらかじめ設定した選択肢が表示される場合があります。 

 

下図は、入手先等の項目に「エスペラント農園」が設定された状態です。 

編集画面から、入手先等の新しい選択肢を増やすことができます 

 

 

作業内容のドロップダウンの横には、薄いグレーの矢印があります。 

 

この矢印にマウスを持っていくと、下図のように色が変わるので、選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 

押下 
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矢印を選択すると、下図のように、編集画面の右側に新たな画面が出てきます。 

右側の画面では、ドロップダウンの選択肢を追加、編集、削除することができます。 

 

 

（１）追加 

入手先等に「ESS農場」を追加します。薄いグレーの文字で「新規追加」と表示されている

入力欄を押します。 

 

「ESS農場」と入力し、「追加」ボタンを押します。 

下図のように、「ESS農場」が追加され、追加用の入力欄が新たに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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編集画面のドロップダウンには、下図のように ESS農場が追加されています。 

 

 

（２）編集 

「ESS 農場」を「エスペラント食品」に変更します。「ESS 農場」の入力欄を押して、「エ

スペラント食品」と入力し、「更新」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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編集画面のドロップダウンには、下図のように「ESS農場」が「エスペラント食品」に変

更されています。 

 

（３）削除 

「エスペラント食品」を削除します。「エスペラント食品」の入力欄の横に並んでいる「削

除」ボタンを押します。 
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編集画面のドロップダウンには、下図のように「エスペラント食品」が削除されています。 

 

右側の画面を閉じるには、右下の矢印ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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２．５ 基本的な操作について 

各画面（各帳票作成）に共通する操作について、種苗一覧画面を例に確認します。 

 

（１）新規作成 

新しく記録を作成する場合は、下図のように①「新規」ボタンを押します。 

②の編集画面が表示されるので、必要項目を入力して③の「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のように、登録した記録（行）が表に追加されます。 

 

 

 

押下 ③ 

② 

押下 
① 
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（２）編集 

 登録した内容を編集する場合は、①の編集する記録（行）を選択して、②の「編集」ボタ

ンを押します。③の編集画面が表示されるので、内容を編集して④の「OK」ボタンを押し

ます。（※行をダブルクリックしても編集画面が表示されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

下図のように、編集した記録（行）が表に表示されます 

 

 

 

 

 

押下 

② 

① 

③  

押下 ④ 
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（３）削除 

 登録した内容を削除する場合は、①の削除する記録（行）を選択して、②の「削除」ボタ

ンを押します。確認画面が表示されるので、③の「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 「削除しました」というメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

下図のように、選択した記録（行）が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

① 

押下 

③ 

押下 

② 
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（４）帳票出力 

 帳票を出力する場合は、①の「帳票」ボタンを押します。 

 

 

 帳票のプレビュー画面が表示されます。②の「帳票」ボタンを押すと帳票が出力されます。 

 

 

押下 

① 

押下 

② 
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下図のメッセージ画面が表示されるので③の「OK」ボタンを押します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プレビュー画面からも編集が可能です。①の編集する記録（行）を選択して、②の「編集」

ボタンを押します。③の編集画面が表示されるので、内容を編集して④の「OK」ボタンを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
③ 

押下 ② 

①  

押下 ④ 

③  
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（５）帳票を開く 

 作成した帳票は、インストール後に作られる「work」というフォルダにあります。 

インストール後にデスクトップ上に表示される下図の NORM-加工品-帳票のアイコンをダ

ブルクリックします。（※右クリックで「開く」を選択して開くこともできます。） 

 

 

 

 

 

 

下図のように「work」フォルダが開かれ、作成した帳票が表示されるので、ダブルクリ

ックして開きます。（※右クリックで「開く」を選択して開くこともできます。） 

 

 

 

※帳票は、NORM-加工品-帳票のアイコンから開くことができますが、下図のようにイン

ストール後に作られるフォルダから開くこともできます。 

（ファイルの場所…C:¥ESS-NORM-PF¥work） 

 

 

 ※表示される文字数が多くなった場合プレビューと出力結果の見た目が変わることがあ

ります。また、編集画面で入力した改行が含まれないことがあります。 
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３． あらかじめ設定する項目に関して 

 ここでは、生産行程管理や格付出荷管理帳票を作成するために必要な情報を設定します。 

各項目を設定することで、他の帳票作成時に使用できることに加えて、各一覧系の帳票を作

成することができます。 

 

３．１ 設定 

帳票を作成する前に、申請者などの帳票に表示される項目や、栽培品目などを設定してお

く必要があります。 

 

ホーム画面右上にある「設定」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のように、設定画面が表示されます。ここで設定する項目は赤枠の中だけです。 

（※下部の「バックアップ」「復元」等については６．その他機能に記載しています） 

 

 

 

（１）帳票表示項目 

下図のように「申請者」「認定機関」「生産行程管理責任者」の項目に入力します。 
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３．２ 施設 

施設は、「施設画面」で設定することができます。施設には製造や保管、格付などを行う

施設などを登録します。 

 

まず、ホーム画面の「施設」を選択します。 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「施設」「原

材料」「製品」「資材」「機械・器具」の項目が表示され

るので、「施設」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、施設一覧画面が表示されます。 

下図は、施設を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

 

※面積は、少数第 1位まで入力できます。 
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３．３ 原材料 

原材料は、「原材料画面」で設定することができます。原材料には生産行程で投入する原

材料の入力を行います。 

 

まず、ホーム画面の「施設」を選択します。 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「施設」「原

材料」「製品」「資材」「機械・器具」の項目が表示され

るので、「原材料」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、原材料画面が表示されます。 

 

 

下図は、原材料を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

 

※「入手先等」の登録については、14ペ

ージを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上部の原材料区分のドロップダウンで表の情報を区分ごとにしぼりこんで表示するこ
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とができます（「全原材料」を選択するとすべての区分が表示されます）。 
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また、「原材料名」と「区分」が同じの記録は同じ原材料名として扱われます。下記のよう

に「原材料名」がミカンで「区分」が有機の記録が２つある場合、 

 

 

1行目の記録の原材料名を「有機ミカン」に変更すると、二行目の記録の原材料名も「有機

ミカン」に変更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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３．４ 入手先 

入手先は、「入手先画面」で設定することができます。入手先画面では原材料の入手先等

で選択するための情報を入力します。 

 

入手先画面を開くために原材料画面の右上の「入手先」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のように、入手先画面が表示されます。 

 

 

下図は、入手先を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

 

※「認定機関」の登録については、14ペ

ージを参照してください。 
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画面上部の「戻る」ボタンを選択することで原材料画面を表示することができます。 

 

また、入手先の「認定証等発行日」と「認定証等更新日」では日付の前後関係がチェック

されます。下記のように「認定証等発行日」よりも古い日付が「認定証等更新日」に入力さ

れた場合、入手先を追加できません。 
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３．５ 製品 

製品は、「製品画面」で設定することができます。製品には生産行程で製造する製品の入

力を行います。 

 

まず、ホーム画面の「製品」を選択します。 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「施設」「原

材料」「製品」「資材」「機械・器具」の項目が表示され

るので、「製品」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、製品画面が表示されます。 

 

 

下図は、原材料を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

※「保管場所」は、施設画面で登録された

内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 38 - 

 

３．６ 資材 

資材は、「資材画面」で設定することができます。資材には使用する薬剤、洗剤、包装資

材などを登録します。洗剤として登録したものは洗浄管理記録を作成する際に選択ができ

るようになります。 

 

まず、ホーム画面の「資材」を選択します。 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「施設」「原

材料」「製品」「資材」「機械・器具」の項目が表示され

るので、「資材」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、資材画面が表示されます。 
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下図は、原材料を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

※「使用場所」は、施設画面で登録された

内容が表示されます。 

 

※「単位」は、登録すると洗浄管理記録で

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 41 - 

 

３．７ 機械・器具 

製品は、「機械・器具画面」で設定することができます。機械・器具には生産行程で使用

する機械・器具の入力を行います。 

 

まず、ホーム画面の「機械・器具」を選択します。 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「マスタ」を選択します。メニューの横に「施設」「原

材料」「製品」「資材」「機械・器具」の項目が表示され

るので、「機械・器具」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、製品画面が表示されます。 

 

下図は、原材料を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

※「設置場所」は、施設画面で登録された

内容が表示されます。 
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４． 生産行程管理記録を作成する 

 生産行程管理記録を作成するにはまず「受入管理画面」で原材料の受け入れを行いの記録

を作成する必要があります。また製品がどのように配合されているのかを「配合管理画面」

で入力する必要があります。 

 

４．１ 受入管理 

有機原材料の受入記録は、「受入管理画面」で設定することができます。受入記録に登録

した原材料は生産行程管理記録で選択することができます。 

 

「受入管理画面」を開くにはホーム画面の「受入管理」を選択します。 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「受入管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、製品画面が表示されます。 

 

下図は、原材料を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

※受入量は、少数第 3 位まで入力できま

す。 

※破棄量は、少数第 3 位まで入力できま

す。 
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画面左上に表示されている原材料ドロップダウンで表の内容を絞り込むことができます。

原材料画面で登録した内容が表示されます。「ミカン」を選択した場合はミカンの情報のみ

が表に表示されます。 

 

画面右上の記録期間に日付を入力することで表の情報を日付で絞り込むことが可能です。 

 

 

画面右上に表示されている図は受入を行った原材料の在庫量を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

画面右上の「追加確認」ボタンを選択することで「追加確認画面」が表示されます。詳細

は 72ページで説明します。 

 

画面右上の「トレース」ボタンを選択することで「トレースフォワード画面」が表示され

ます。詳細は 84ページで説明します。 

 

 

 

記録期間以前の残量 

受け入れた総重量 

製品の原材料として投入・破棄

された量 

残った総量＝受入－払出 
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４．２ 配合管理 

配合記録は製品のレシピを記録します。レシピを作成しておくことで生産管理記録から

レシピに登録した原材料を選択することができるようになります。 

 

「配合管理画面」を開くにはホーム画面の「配合管理」を選択します。 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「配合管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、配合管理画面が表示されます。 

 

 

下図は、配合管理を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

※レシピ名には初期値として製品名が入

力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面上部のドロップダウンで表の内容を絞り込むことができます。製品のドロップダウン

には「製品画面」で入力した情報が表示されます。 
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表の中にある「詳細」ボタンを押すと「配合量管理記録画面」を表示できます。この画面か

ら原材料の入力ができます。 

 

 

 

有機原材料を入力する際は、有機原材料横の「編集」ボタンを選択します。 

 

 

以下のように表示が変更されます。 

 

 

 

 

 

押下 

押下 



- 49 - 

 

以下のように編集した後に「確定」ボタンを選択すると編集内容が反映されます 

 

 

 

 

 

表の左側の「有機原材料」、「非有機原材料」、「食品添加物」、「加工助剤」の区分はそれぞれ

以下のように原材料画面の区分と対応しています。 

 

[原材料画面]   [配合量管理画面] 

有機    有機原材料 

転換期間中有機   有機原材料 

非有機    非有機原材料 

添加物    食品添加物 

加工助剤   加工助剤 

 

また、その他に関しては水と塩しか選択できません。原材料画面からは入力できません。 

押下 
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画面上部に表示されている情報は非有機含有率を計算して表示しています。非有機含有率

が５％を超えた場合は以下のように表示されます。 

 

【非有機含有率５％以下】 

 

 

【非有機含有率が５％より多い】 

 

 

 

「戻る」ボタンを選択することで「配合管理画面」が表示されます。 
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４．３ 製造管理 

製造管理記録は製造する製品の記録を作成します。 

 

「製造管理画面」を開くにはホーム画面の「製造管理」を選択します。 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「製造管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、配合管理画面が表示されます。 

 

 

下図は、配合管理を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 
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また、入手先の「製造開始日」と「製造完了日」では日付の前後関係がチェックされます。

下記のように「製造開始日」よりも古い日付が「製造完了日」に入力された場合、製造管理

を追加できません。 

 

画面左上に表示されている区分・製品ドロップダウンで表の内容を絞り込むことができま

す。製品に製品画面で登録した内容が表示されます。「ミカンジュース」を選択した場合は

ミカンジュースの情報のみが表に表示されます。 

 

画面右上の記録期間に日付を入力することで表の情報を日付で絞り込むことが可能です。 

 

 

画面右上に表示されている図は製造した製品量と出荷、破棄を行った製品量を示していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録期間以前の残量 

製造した総重量 

出荷・破棄された量 

残った総量＝受入－払出 
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４．４ 生産行程管理記録 

生産行程管理記録は原材料の投入量や、製品の製造量を入力します。 

 

「生産行程管理画面」を開くには製造管理画面の表の「生産管理」を選択します。

 

下図のように、生産行程管理画面が表示されます。 

 

押下 
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（１）生産行程の入力 

生産行程にはいつどのような作業を行ったかを入力します。その際に原材料を投入した

場合は原材料と投入量を入力します。 

表の上部には各行程の作業時間と行程内容、使用機械が表示され、下部には投入した原材

料の総量が表示されます。 

 

「追加」もしくは「編集」ボタンを選択することで生産行程編集画面が表示されます。以

下が生産行程の入力例です。 
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ミカン横のドロップダウンには受け入れた原材料のロット番号が入力されています。ド

ロップダウンを選択すると使用原材料の選択画面が右側に表示されます。受入管理画面で

入力した原材料が表示されるので、投入した原材料のロット番号を選択してください。選択

した内容がドロップダウンに表示されるようになります。 

 

 

また、画面上の日付範囲に日付を入力すると表の内容を日付で絞り込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
押下 
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有機原材料に関しては受け入れを行った原材料を投入するという記録を作成するので、

必ず受入管理の記録を作成してから、生産行程の記録を作成してください。 

 

 有機原材料以外の「非有機原材料」、「食品添加物」、「加工助剤」、「その他」に区分される

原材料はロットの選択はせずに、「投入」を選択するか、空行を選択するかの二択になって

います。有機原材料以外の原材料を投入する場合は「投入」を、投入しない場合は空行を選

択してください。 

 

ドロップダウン横の入力欄には原材料の投入量を入力してください。小数点第６位まで

入力が可能です。 

 

 入力欄横の「プラス」ボタンは原材料の入力欄を増やす場合に使用します。ロット番号の

違う同じ原材料を入力する際に使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（２）製品量の入力 

製品量は投入した原材料からどれだけの製品ができたのかを入力します。 

 

以下が製品量の入力例です。「格付」ボタンを選択することで編集してある製品量と荷口

形態の値をそのまま格付け記録として入力することが可能です（格付け管理記録に関して

は 63ページを参照してください）。 

 

製品量の入力を行うと製造管理記録画面の表の数量、総量、残量に値が反映されます。 
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（３）洗浄記録の入力 

 洗浄記録には洗浄した機械の記録を入力します。 

 

以下が洗浄記録の入力例です。 

 

生産行程管理画面で入力された洗浄記録は「洗浄管理画面」から一覧の確認と帳票の出力

ができます。洗浄管理画面はホーム画面の洗浄管理を選択するか、メニューの洗浄管理を選

択することで表示することができます。 

 

 

押下 

押下 
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以下のように洗浄管理画面が表示されます。 

 

画面左上に表示されている区分・製品ドロップダウンで表の内容を絞り込むことができま

す。製品に製品画面で登録した内容が表示されます。「ミカンジュース」を選択した場合は

ミカンジュースの情報のみが表に表示されます。 

 

画面右上の記録期間に日付を入力することで表の情報を日付で絞り込むことが可能です。 
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（４）生産行程表示メッセージについて 

 画面上部には生産行程で入力された内容についてメッセージが表示されます。 

 

①非有機含有率 

非有機含有率は投入された原材料に含まれている非有機重量が投入総量の何パーセント

になるかを示しています。非有機含有率が 5%を超えた場合は以下のように表示されます。 

 

 

②歩留り 

 歩留りは投入された原材料総量と製品量に入力された重量の総量から計算されます。ま

たサンプル保存量は製品量に含め、破棄量は製品量から減算されます。想定歩留りに関して

は「配合管理」画面で入力された想定歩留りと、設定画面で入力された歩留り許容誤差範囲

から作成されます。想定歩留りが 60 で歩留り許容誤差範囲が 5 である場合は想定歩留り

55%～65%と表示されます。 

 

想定歩留り範囲内に歩留りがない場合には以下のように表示されます。
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③機械洗浄 

 生産行程で使用した機械が慣行併用である場合、洗浄することが必須になります。慣行併

用の機械が生産行程で使用されていて、洗浄がされていない場合以下のように表示されま

す。 

 

 

 

（５）その他 

「追加確認」ボタンを選択すると追加確認画面が表示されます。詳細は 72ページを参照し

てください 

 

「戻る」ボタンを選択すると製造管理画面が表示されます。 
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５． 格付と出荷管理記録を作成する 

 製造管理記録を作成されると格付と出荷の記録が作成可能になります。また格付・出荷の

記録から JASマーク管理記録が作成されます。 

 

５．１ 格付・出荷管理 

格付と出荷の記録は、「格付出荷画面」で設定することができます。「格付出荷画面」を開

くには製造管理画面に表示されている表の「格付出荷」ボタンを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のように、製品画面が表示されます。 

 

以下が格付管理記録の入力例です。格付管理記録の「追加」「編集」ボタンを選択すること

で編集画面が表示されます。 

 

 

※総量は、少数第 3位まで入力できます。 
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格付け日に入力できる日付は製品の生産開始日よりも新しい日付になります。古い日付を

入力した場合は以下のようなメッセージが表示されます。 

 

出荷の記録を追加する場合は出荷記録の「追加」ボタンを選択します。出荷する製品がどの

日に格付したものなのかを選択する画面がまず表示されます。2016/02/20 に格付けしたも

のを出荷する場合は上のチェックボックスを選択し、関連付けがない場合は下のチェック

ボックスを選択します。 

 

格付出荷関連付け編集画面で「OK」ボタンを選択すると以下の出荷編集画面が表示されま

す。 

 

 

 

※総量は、少数第 3位まで入力できます。 
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画面上部の「総量」ボタンを選択すると総量編集画面が表示されます。 

 

総量は格付けの総量を入力してください。製品量が 100kg あった場合格付けを 50kg ずつ

二回に分けて行った場合、格付総量は 100kgですが、同じ 100kgの製品を 2回格付けした

場合も 100kgとなります。 

 

 

画面上部の「戻る」ボタンを選択すると製造管理画面が表示されます。 

 

 

格付記録の一覧の表示、帳票の出力は「格付管理」画面から行います。格付管理画面を表示

するにはホーム画面の「格付管理」ボタンを選択するか、メニューの「格付管理」ボタンを

選択します。 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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以下のように格付管理画面が表示されます。 

 

 

画面左上に表示されている区分・製品ドロップダウンで表の内容を絞り込むことができま

す。製品に製品画面で登録した内容が表示されます。「ミカンジュース」を選択した場合は

ミカンジュースの情報のみが表に表示されます。 

 

画面右上の記録期間に日付を入力することで表の情報を日付で絞り込むことが可能です。 
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出荷記録の一覧の表示、帳票の出力は「出荷管理」画面から行います。出荷管理画面を表

示するにはホーム画面の「出荷管理」ボタンを選択するか、メニューの「出荷管理」ボタン

を選択します。 

 

 

以下のように格付管理画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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５．２ JASマーク管理 

JASマーク管理記録は格付・出荷時に使用された JASマークの記録の一覧表示を行うこ

とができますまた、受け入れが行われた JASマークの記録を作成することができます。 

 

「JASマーク管理画面」を開くにはホーム画面の「JASマーク管理」を選択します。 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「JASマーク管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、JASマーク管理画面が表示されます。 

 

 

下図は、JASマーク管理を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 
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画面左上に表示されている製品・JAS マーク分類ドロップダウンで表の内容を絞り込む

ことができます。 

 

画面右上の記録期間に日付を入力することで表の情報を日付で絞り込むことが可能です。 

 

画面右上に表示されている図は使用した JAS マークと受け入れた JAS マークの量を示

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表の区分「格付」「出荷」の記録は JASマーク管理画面から編集を行えません。編集を行お

うとした場合は以下のようなメッセージが表示されます。 

格付と出荷の記録はそれぞれの管理記録画面から行ってください。 

また、手元にある JASマークの残数が入力した残数よりも多くなってしまった場合は「区

分」に受入を選択して備考に棚卸減耗等の内容を記載して対応するようにしてださい（少な

い場合は「区分」に破棄を選択してください）。 

 

記録期間以前の残量 

受け入れた JASマーク総数 

使用した JASマーク総数 

残った総量＝受入－払出 
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６． その他機能 

６．１ 追加確認機能 

 追加確認機能は編集画面で入力する入力欄を新規に作成し管理することができる機能で

す（温度、湿度、pH など）。生産行程管理画面と受入管理画面から使用することができま

す。 

６．１．１ 受入管理画面での追加確認機能の使用方法 

 

 （１）受入管理画面から「追加確認」ボタンを押します。 

 

 

追加確認画面が表示されます。 

 

押下 
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（２）「新規」ボタンを押して、以下のように編集画面に値を入力します。入力確認区分に

入力、前文に“状態は”、後文に“です。”を入力した結果がプレビュー欄に表示されていま

す。入力確認区分で入力を選択した場合はプレビュー欄に表示されているように入力欄を

追加することがでいます。 

 

 

（３）「OK」ボタンを押すことで追加確認に追加されます。 

 

 

（４）「新規」ボタンを押して、以下のように編集画面に値を入力します。入力確認区分に

チェック、後文に“品質確認実施”を入力した結果がプレビュー欄に表示されています。入

力確認区分でチェックを選択した場合はプレビュー欄に表示されているようにチェックボ

ックスを追加することがでいます。 

 

 

押下 

押下 
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（５）「OK」ボタンを押すことで追加確認に追加されます。 

 

 

（６）「戻る」ボタンを押して受入管理画面を表示します。 

 

 

（７）「新規」ボタンを押して、受入管理編集画面が表示します。「追加確認」ボタンを押し

て、編集詳細画面を表示します。追加確認画面で追加した内容が表示されます。 

 

押下 

押下 



- 75 - 

 

（８）以下のように入力を行い「OK」ボタンを押します。 

 

 

（９）新規追加した行を選択してテキストアイコンを押すと追加確認で編集した内容が表

示されます。 

 

（１０）追加確認で編集した内容は帳票に反映されます。 

 

押下 

①  
押下 

② 
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６．１．２ 生産行程管理画面での使確認機能の使用方法 

生産行程管理画面から追加確認機能を使用する場合は受入管理画面から使用する場合と異

なり、作業内容と、追加確認内容を紐づける必要があります。 

 

（１）「追加確認」ボタンを押します。 

 

 

追加確認画面が表示されます。すでに温度を確認する追加確認が表示されている状態です。 

 

 

押下 
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（２）「作業内容」ボタンを押します。 

 

 

作業内容と紐付けを行う画面が表示されます。すでに登録されている“搾汁”と“混合”の

作業に温度確認が紐づいている状態です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（３）搾汁のチェックを外し、混合にチェックがされている状態にします。チェックが外れ

ると温度に関する追加確認を搾汁では行わないように設定されます。 

 

作業行程が搾汁の場合は追加確認が表示されません。 

 

 

作業行程が混合の場合は追加確認が表示されます。 
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６．２ 歩留チェック機能 

 想定した通りの歩留りが得られているかを確認する機能です。 

 

（１）「設定」ボタンを押します。 

 

設定画面が表示されます。歩留り許容誤差範囲に値が初期値で５が入力されています。 

 

 

押下 
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（２）歩留り許容誤差範囲は、想定歩留りから前後何％まで問題のない歩留りかを設定する

値です。歩留り許容誤差範囲が５％で想定歩留りが 80％の場合は 75％～85％までは許容範

囲内となります。 

 

 

（３）想定歩留りを入力します。想定歩留りは配合管理画面の想定歩留率の入力欄から編集

できます。初期値として 100％が入力されています。 
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（４）歩留り許容範囲を確認します。想定歩留りが 100％、歩留り許容誤差範囲が 5％で、

実際の歩留りが 50％の場合は生産行程管理画面で以下のように表示されます。 

 

 

想定歩留りが 50％の場合は以下のようになります。 
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６．３ トレースバック機能 

 「トレースバック画面」は出荷された製品に使用されている原材料がどのような生産行程

で使用されたかを一覧で表示します。「トレースバック画面」は出荷管理画面で記録を選択

して「トレース」ボタンを選択することで開くことができます。 

以下のように「トレースバック画面」が表示されます 

 

ｃ 

押下 
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生産管理の記録を選択すると使用された原材料が選択状態になります。また、受入管理の

原材料を選択すると使用した生産管理の記録が選択状態になります。 
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６．４ トレースフォワード機能 

 「トレースフォワード画面」は受け入れを行った原材料がどのような生産行程で使用され

たか、どこに出荷されたかを一覧で表示します。「トレースフォワード画面」は受入管理画

面で記録を選択して「トレース」ボタンを選択することで開くことができます。 

 

以下のように「トレースフォワード画面」が表示されます。 

 

ｃ 

押下 
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生産管理の記録を選択する紐づく出荷管理の記録が選択状態になります。また、出荷管理

の記録を選択すると出荷された製品の生産管理の記録が選択状態になります。 
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６．５ 前処理編集機能 

 生産行程管理画面で前処理を行った原材料の作業記録を入力する機能です。前処理記録

で入力された原材料は歩留り、非有機含有率の計算には含まれません。 

例えばミカン 100kg の皮むき作業を行いミカンの重量が 80kg となる場合、皮むきによ

って減った重量 20kgを歩留りや、非有機含有率の計算に含めたくない時に前処理記録とし

て入力を行います。 

また、製品ごとに生産行程管理記録を作成するので、一つの生産行程管理内で前処理を行

われた原材料は、その生産行程内ですべて使用することを前提に入力を行ってください。例

えば、ロット番号「20160302」のミカンジュースで入力された前処理ミカンを別のロット

番号の「20160305」のミカンジュースでは使用できません。前処理を行った原材料を複数

の製品で使用したい場合は半製品として「皮むきミカン」を作成してそれぞれの生産行程管

理記録で投入した記録をつけてください。 

 

 前処理行程を入力するにはまず、設定画面の前処理行程にチェックを入れます。 
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以下のように「前処理行程」が表示されます。 

 

 

「追加」ボタンを選択すると以下のような編集画面が表示されます。「前処理投入量」に皮

むき前のミカン重量 100kg、「処理後重量」に皮むき後のミカン重量 80kg が入力された状

態です。 
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「OK」ボタンを選択すると以下のように表示がされます。上部の表に「作業時間」、「作業

行程」、「使用機械」が表示され、下部の表には「前処理投入量」と「処理後重量」、処理に

よって生じた破棄重量である「処理ロス重量」の合計が原材料名ごとに表示されます。 
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６．６ 複数種類の JASマーク入力 

下図は、JASマークの種類をいくつか登録した状態です。 

編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄を選択します。 

下図のように、JASマークの種類ごとの使用枚数を入力する画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 

押下 
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複数 JASマークを登録した場合は、編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄に手動で入

力することはできません。編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄には、左側で入力した

各マークの合計枚数が自動入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 
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６．７ 編集画面からのマスタ編集 

 下図のように、「原材料名」のドロップダウンの横には、薄いグレーの矢印があります。 

 

 

下図のように、原材料画面が表示されます。左側には、「受入管理編集中」と表示されま

す。 
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原材料画面で原材料の新規追加、編集、削除等の作業を行った後に画面左側の「受入管理編

集中」を選択すると元の画面に戻ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 

押下 
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６．８ 使用・不使用の切り替え 

 

 「施設」「原材料」「製品」「資材」「機械・器具」「入手先」「追加確認」で登録した記録（行）

を削除する場合、受入管理記録や生産行程管理記録で既に使用している記録（行）は削除

することができません。 

 既に使用している記録（行）を削除する場合、不使用の記録（行）として登録されます。 

 

 下図は、既に生産管理記録で使用されている「充填機」を不使用機械・器具として登録す

る場合です。 

 

 

画面上部の「削除」ボタンを押下すると下図のような確認画面が表示されるので、「OK」ボ

タンを押します。 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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 下図のように「充填機」が表示されません。 

 

 

 

画面上部の「不使用」ボタンを押します。 

 

 

 

 

下図のように、不使用機械・器具を含めた一覧が表示されます。 

 不使用機械・器具の記録（行）の左端には下図のような印が表示されます。 

 ※再度「使用」ボタンを押すと、不使用使用機械・器具を含めずに表が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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 「充填機」を不使用機械・器具から使用している機械・器具に戻す場合、下図のように「充

填機」を選択して画面下部の「編集」ボタンを押します。 

 （※ダブルクリックしても戻すことができます。） 

 下図のような確認画面が表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※「不使用」「使用」ボタンが表示される場合は、不使用の記録（行）がある場合だけで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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６．９ バックアップ・復元 

 下図は設定画面です。設定画面では、赤枠のバックアップ機能と復元機能を使用すること

ができます。万が一、機械が故障してデータが無くなった場合に備え、データの複製を作成

し、復元することができます。 

 

 

（１）バックアップファイルを作成します。 

下図のように「バックアップファイル作成」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のような参照画面が表示されるので、バックアップファイル（複製）を保存するフォル

ダを選択して「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Cドライブに直接保存することはできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。「Norm-Pf.db」と

いうバックアップファイルが作成されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

押下 

 

押下 
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（２）データを復元します。 

下図のように「データ取り込み」ボタンを押します。 

 

 

 

 下図のようにバックアップファイルを選択し、「開く」ボタンを押します。 

 

 

 

 下図のようなメッセージが標示されるので「OK」ボタンを押します。 

 これでデータの復元が完了します。 

 

 

 

 

 押下 

 

押下 

押下 
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６．１０ キーボード操作 

 キーボードを使用して、以下の 3つを操作することができます。 

 

① 表の記録（行）を選択する 

② 画面下部のボタンを押す 

③ 編集画面を閉じる 

 

 

① 表の記録（行）を選択します。 

キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されます。 

「Shift」キーを押したまま、「↑」キーと「↓」キーを押して記録（行）を選択しま

す。 

 

 

 

 

② 画面上部のボタンを押します。 

キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されます。 

 

 

 

 上図のように、画面下部の各ボタンに「F1」「F2」等と表示されます。 

「Shift」キーを押したまま、「F1」キーや「F2」キーを押して各ボタンを押すことができ

ます。 
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③ 編集画面を閉じます。 

編集画面を表示させ、キーボードの「Shift」キーを押すと下図のように表示されます。 

「Shift」キーを押したまま、「Delete」キーを押して編集画面を閉じることができます。 
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６．１１ 格付実績 

 設定画面の格付実績ボタンを選択することで、格付けを行った総量を表示することがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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６．１２ 半製品の扱いについて 

 半製品は製品を作成するための原材料として使用される製品です。以下に半製品から製

品を作成する例を示します。 

  

（１）半製品を追加 

製品画面から半製品として「レモン果汁」を追加します。 

 

 

  

 

押下 
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（２）「レモン果汁」の配合管理記録作成 

 配合管理画面でレモン果汁のレシピを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（３）「レモン果汁」の製造管理記録を作成 

 製造管理画面からレモン果汁の製造管理記録を作成します。 

 

以下のように生産行程管理画面から、「生産行程」と「製造量」の入力を行います。 

 

以上で半製品「レモン果汁」の入力が完了です。 
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（４）半製品を使用したレシピの作成 

配合管理画面からミカンジュースのレシピを作成します。 

 

原材料としてミカンとレモン果汁を選択します。半製品を原材料として選択する場合は

「原材料名-レシピ名」という形で表示されます。下記では「レモン果汁-レモン果汁」を選

択しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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（５）「ミカンジュース」の製造管理記録を作成 

 製造管理画面からミカンジュースの製造管理記録を作成します。 

 

 

生産行程管理画面から、「生産行程」の入力を行います。レシピには半製品の「レモン果

汁」が選択されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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使用原材料の一覧には（３）で入力されたレモン果汁の製造量が表示されます。 

 

以下のように「生産行程」と「製品量」に入力を行います。 

 

以上で、半製品を原材料として製品を作成する場合の入力が完了です。 
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また、半製品に関しては「半製品管理記録」という帳票を作成することができます。半製品

が区分のドロップダウンで選択されている状態だと、画面右上に「帳票」ボタンが表示され

ます。 

 

「帳票」ボタンを選択すると「半製品管理記録」のプレビュー画面が表示されます。 

 

半製品の「製品名」、「年月日（製造開始日）」、「製造ロット番号」、「製造量」、「サンプル保

存量」、「破棄量」、「使用量」、「在庫量」が表示されます。「在庫量」には半製品が製造に使

用された場合や、出荷された場合などを減算した値が表示されます。 
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６．１３ 記録期間一括入力 

 「受入管理」、「製造管理」、「格付管理」、「出荷管理」、「洗浄管理」、「JASマーク管理」画

面にはそれぞれ右上に記録期間の入力欄があります。開始日付と完了日付を入力すること

で表示されている表の内容を絞り込むことができます。 

設定画面の記録期間に開始日付と完了日付を入力すると各画面の記録期間が一括で入力

されます。 

 

 

 

６．１４ 格付総量について 

 格付総量は格付・出荷管理画面右上に表示される情報です。格付を行った作物の総量が表

示されます。 

たとえば製造量が 100kg の製品に対して 2 日にわけて 50kg ずつ格付けを行った場合の

格付総量は 100kg になります。また 1 度格付けを行った製品に対して再度格付を行う場合

は格付総量には加算されません。つまり 100kg の製品を全量格付けした後に、同じ製品に

対して格付けをしても格付総量は 100kgとなります。 

格付総量を編集する場合は以下のように行います。 

 

 

押下 
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（２）格付総量の編集画面が表示されるので、総量に値を入力して「OK」ボタンを押しま

す。 

 

 

 

押下 


